
'

介

J
 
・
 
D
 
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
著

垣
宗
治
訳

ヒ.

『
新
島
襄
の
生
涯
』

伺
志
社
校
友
会
、
 
B
6
判

ニ
ニ
九
.
貝
、
一
、
五
0
0
円

す
べ
て
の
新
島
嬰
仏
の
根
本
資
料
で
あ
る
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
博
士
の
〕
o
m
g
ず
工
貿
昌
 
Z
§
一
ヨ
か
、
杓
.

ゆ
9
 
易
忠
が
、
明
治
二
十
六
年
七
月
に
山
本
美

越
乃
訳
補
補
正
新
島
裏
先
生
伝
』
と
し
て
世
に

出
て
か
ら
、
す
で
に
七
十
年
以
上
の
年
月
が
立

ち
、
い
ま
は
絶
版
に
な
っ
て
い
て
ほ
と
ん
ど
入
乎

で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
そ
の
上
に
、
訳
文
も
占

め
か
し
い
文
詔
体
で
あ
っ
て
、
ル
ビ
が
つ
け
ら
れ

て
は
い
る
が
、
今
の
中
学
・
一
局
校
生
に
は
は
な
は

だ
読
み
に
く
く
、
こ
の
古
典
的
名
著
も
博
物
館
的

文
献
と
な
っ
て
、
忘
却
の
彼
方
に
消
え
去
り
つ
つ

あ
っ
九
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
救
っ
北
の
が
北
垣
教

授
の
苦
心
の
新
訳
に
ょ
る
『
新
島
襄
の
生
涯
』
で

あ
る
。北

垣
教
授
は
底
本
に
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
農
書
の
第

一
版
本
(
一
九
0
五
年
)
を
用
い
、
こ
れ
を
柔
ら
か
な

現
代
口
語
体
に
翻
訳
し
九
。
そ
れ
は
『
新
島
喪
の

、

、

生
涯
』
と
い
う
、
か
つ
て
こ
の
種
の
占
物
に
例
を

'
き
わ

み
な
い
新
鮮
な
糾
き
を
も
つ
書
名
で
包
む
に
相
応

し
い
文
体
で
あ
っ
て
、
六
変
に
平
易
て
続
み
ゃ
す

く
、
時
に
は
少
々
砕
け
す
ぎ
は
し
な
い
か
と
懋
わ

れ
る
ほ
ど
で
、
こ
れ
が
山
本
訳
と
同
じ
原
書
の
翻

訳
な
の
か
、
と
疑
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
訳
文
は

原
典
に
忠
実
か
つ
正
隼
あ
っ
て
、
山
本
訳
に
み、

、

ら
れ
る
よ
う
な
省
略
は
な
く
、
ま
た
訳
者
の
主
観

、的
訳
補
も
少
な
い
。
補
訳
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

仙
所
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
注
の
付
記
を
も
っ
て

し
六
。
こ
の
新
訳
に
お
け
る
北
垣
教
授
の
苦
心

は
、
む
し
ろ
こ
の
詳
注
を
つ
け
る
た
め
の
考
証
上

の
作
業
に
あ
っ
九
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
原
典
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
教
授

の
卓
越
し
奮
学
力
を
も
っ
て
す
れ
ぱ
、
大
し
た

問
題
で
は
な
か
っ
九
は
ず
だ
か
ら
。
こ
の
註
に
よ

つ
て
、
こ
の
新
訳
本
が
山
本
訳
に
蚊
べ
て
ど
れ
ほ

皐
な
北

ど
止
磁
に
、
ま
九
雛
郎
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と

か
そ
れ
と
W
に
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
僻
の
も

つ
占
典
的
恵
義
が
改
め
て
評
仙
さ
れ
る
途
が
開
か

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
教
授
の
巣
た
し
九
い

ま
一
つ
の
功
鞁
で
あ
る
。
そ
し
て
創
立
酉
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
に
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
名
著
を
忘
却

の
彼
方
か
ら
、
再
び
黒
社
人
の
手
に
取
り
返
す

機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
ぬ
。こ

の
北
票
は
、
今
後
行
わ
れ
る
新
島
研
究
の

九
め
の
鰻
も
権
威
あ
る
底
本
と
し
て
、
長
く
覗
飛

さ
れ
絖
け
て
ゅ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
九
だ
そ
の
た
め

に
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
訂
正
累
を

加
え
る
べ
き
仙
所
の
あ
る
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
て

は
な
る
ま
い
。
本
祭
新
し
い
新
島
研
究
の
資
料

上
の
台
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
こ

と
は
是
非
な
し
と
げ
て
下
さ
る
よ
う
、
訳
者
に
希

望
し
て
お
き
九
い
。
な
お
こ
の
新
訳
を
包
む
装
丁

に
つ
い
て
は
、
同
志
社
カ
ラ
ー
の
ク
ロ
ス
を
用

表
紙
に
新
島
家
の
家
紋
が
お
さ
れ
て
い
る
こ

)
、

しと
や
、
本
扉
の
書
名
そ
の
他
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
れ

に
造
本
な
ど
良
好
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
北
垣
訳
の
『
新
島
嬰
の
生
涯
」

に
よ
っ
て
、
古
き
山
本
訳
は
七
十
年
以
上
に
及
ぷ
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、

七
、

ノ

八
、
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長
く
靈
い
使
命
を
よ
う
や
く
終
え
る
こ
と
に
な

る
。
私
た
ち
は
こ
こ
に
改
め
て
山
本
訳
に
尽
き
ぬ

感
謝
の
念
を
こ
め
て
、
こ
れ
を
忘
却
の
彼
方
へ
送

ろ
う
と
思
う
。
(
志
英
雄
・
大
学
文
学
部
教
授
)

中
村
著

『
デ
ン
ト
ン
先
生
』

同
志
社
女
子
大
学
、
 
B
6
判

三
0
貝
、
八
0
0
円

田
志
社
の
教
育
、
特
に
そ
の
女
十
教
育
に
つ
い

て
諸
ら
れ
る
時
に
、
い
つ
も
金
に
上
る
の
が
デ

ン
ト
ン
先
生
で
あ
る
。
先
生
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ

ー
ド
派
辿
の
宣
教
師
と
し
て
一
ハ
ハ
ハ
年
に
黒

社
に
着
任
さ
れ
て
以
来
、
事
情
に
よ
り
伺
森
を

籬
れ
た
間
、
何
回
か
の
休
暇
発
米
期
問
を
除
き
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
も
京
都
に
と
ど
ま
り
、
一
九

四
七
年
に
永
眠
さ
れ
る
ま
で
の
約
六
十
街
、
九

だ
一
途
に
伺
志
社
の
女
子
教
育
の
九
め
に
全
身
全

霊
を
捧
げ
て
尽
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
同
志
社
女
子
部
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

に
あ
る
デ
ン
ト
ン
先
生
の
伝
記
と
し
て
は
、

昭
和

三
十
年
に
同
襄
発
行
の
F
 
・
 
B
 
・
ク
ラ
ッ
プ
先

生
に
よ
る
.
,
又
3
 
司
一
又
今
R
 
口
ゆ
三
今
曾
区
牙
ゆ

U
o
m
三
功
げ
脚
.
が
あ
る
が
、
-
し
の
九
び
、
.
兀
同
志
社

女
子
大
学
教
授
で
、
デ
ン
ト
ン
先
小
と
親
交
が
あ

り
、
特
に
戦
時
中
の
二
年
ぱ
か
り
を
先
生
と
起
居

を
共
に
さ
れ
た
中
村
貢
先
生
に
よ
っ
て
コ
ブ
ン
ト

ン
先
生
」
が
書
か
れ
九
。
著
者
は
本
誓
の
執
筆
の

九
め
の
資
料
あ
つ
め
と
準
備
の
九
め
に
、
八
年
近

く
の
年
月
を
費
や
さ
れ
、
咋
年
七
月
に
脱
稿
、
十

月
に
同
志
社
女
子
大
学
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
時

あ
た
か
も
創
立
百
周
年
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
こ

の
伝
記
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
よ
ろ
こ
ぱ

し
く
記
念
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

本
瞥
の
内
容
は
、
一
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
時

ニ
、
ゴ
ル
ド
ン
と
の
出
合
い
、
三
、
新
川
界

目
本
、
四
、
黒
社
へ
、
五
、
元
気
な
先
生
、

六
、
出
町
幼
稚
園
、
七
、
鳥
取
と
東
京
、
ハ
、
賜

殿
州
国
、
九
、
再
び
黒
社
へ
、
-
 
0
、
教
授
ぷ

し
、

ブ

り
、
一
一
、
借
陛
下
ご
訪
問
、
三
、
仁
仰
者

デ
ン
ト
ン
、
一
三
、
訓
育
者
デ
ン
ト
ン
、
一
四
、

女
子
医
学
校
建
設
失
敗
、
一
五
、
性
格
、
一
六
、

勺
、

生
が
詳
し
く
え
が
か
れ
て
お
り
、
第
二
章
で
は
、

デ
ン
ト
ン
先
生
に
日
本
へ
の
目
を
開
か
せ
九
明
治

初
期
の
偉
大
な
宣
教
師
ゴ
ル
ド
ン
氏
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
づ
い
て
、
四
、
五
、

六
、
九
、
-
 
0
、
二
一
、
一
三
、
一
五
、
一
七
、

一
八
、
一
九
章
な
ど
に
お
い
て
、
先
生
在
世
当
時

の
伺
僚
の
先
生
方
や
、
多
く
の
卒
業
生
に
よ
っ
て

語
り
伝
え
ら
れ
て
き
九
。
先
生
の
教
授
ぷ
り
、
働

き
ぷ
り
、
そ
の
特
有
の
性
格
、
ま
九
戦
争
前
後
、

戦
争
中
の
先
生
の
心
の
動
き
や
態
度
な
ど
が
実
に

適
確
に
え
が
き
出
さ
れ
て
い
て
、
傑
物
デ
ン
ト
ン

先
生
を
目
の
前
に
見
る
よ
う
で
あ
る
。
文
章
は
平

易
磊
み
や
す
く
、
し
か
も
読
み
始
め
れ
ぱ
、
一

気
に
読
み
切
っ
て
し
ま
い
九
い
よ
う
な
気
持
に
さ

せ
ら
れ
る
迫
力
あ
る
筆
の
連
び
で
あ
る
。

こ
の
伝
記
を
通
し
て
、
デ
ン
ト
ン
先
生
の
生
き

方
が
理
解
さ
れ
る
と
共
に
、
同
志
社
の
歴
史
も
ひ

も
と
か
れ
て
興
味
深
い
。

巻
頭
に
は
、
先
生
の
サ
イ
ン
入
り
の
写
真
、
鹿

子
木
画
伯
に
よ
る
肖
像
画
の
写
し
と
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
の
学
生
達
と
共
に
写
ら
れ
て
い
る
珍
ら

し
い
数
葉
の
写
真
が
収
め
ら
れ
、
巻
末
に
は
、
著

者
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
詳
し
い
年
譜
が
付
加
さ

れ
て
い
る
。
表
紙
の
内
側
に
は
デ
ン
ト
ン
先
生
の

非
難

ホ
ス
テ
ス
デ
ン
ト
ン
、
一
九
、
栄
誉
、
二
0
、

戦
争
勃
発
ま
で
、
三
、
戦
争
時
代
、
ニ
ニ
、
終

戦
と
永
眠
、
の
二
十
二
章
よ
り
な
る
。
ど
の
章
も

デ
ン
ト
ン
先
生
の
人
間
像
を
仂
佛
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。
第
忌
早
の
カ
リ
フ
す
ル
ニ
ア
時
代
で
は
、

先
生
の
ご
両
親
と
家
族
の
こ
と
や
、
娘
時
代
の
先
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ご
筆
跡
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

同
志
社
に
つ
な
が
る
人
々
に
は
、
ぜ
ひ
、
一
読

を
お
す
す
め
し
た
い
書
物
で
あ
る
。

(
.
淵
邵
子
・
女
子
大
学
教
授
)

久
永
省
一
著

『
同
志
社
で
話
し
た
こ
と

書
い
た
こ
と
』

洛
北
書
房
、
 
B
6
判

三
四
九
頁
、
七
五
0
円

こ
の
書
は
恩
師
久
永
省
一
先
生
が
同
志
社
に
学

ぱ
れ
、
同
志
社
で
教
え
、
ま
た
同
志
社
中
学
校
長

と
し
て
の
御
経
験
の
な
か
で
、
お
り
に
ふ
れ
て
思

い
を
ま
と
め
ら
れ
、
書
き
つ
づ
け
ら
れ
た
美
し

そ
し
て
心
あ
た
九
ま
る
、
珠
玉
の
よ
う
な
文

い
、

章
の
あ
つ
ま
り
で
あ
る
。

大
正
四
、
五
年
の
、
遠
い
、
も
っ
と
も
同
志
社

ら
し
い
時
代
の
記
録
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
れ
は
同

志
社
中
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
や
野
球
部
が
か
が
や
か

し
い
戦
勝
を
か
ざ
り
、
今
で
は
神
話
化
さ
れ
て
い

る
甲
子
園
出
場
の
は
な
や
か
な
時
代
で
あ
っ
た
。

少
年
久
永
先
生
の
得
意
満
面
、
同
志
社
人
の
誇
り

が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

幼
い
頃
の
先
生
の
心
は
、
そ
の
お
人
柄
を
や
ど

す
に
十
分
な
、
多
感
で
清
純
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
寺
町
二
条
に
菓
子
屋
が
あ
っ
た
。
店
先
の
お
菓

子
の
入
っ
た
ガ
ラ
ス
の
わ
く
に
手
を
置
い
九
。
そ

つ
と
手
を
の
せ
た
つ
も
り
な
の
に
ピ
チ
ッ
と
音
が

し
た
。
五
、
六
本
の
線
が
火
花
の
よ
う
に
散
っ

た
。
ガ
ラ
ス
に
ひ
び
が
入
っ
た
の
だ
。
」
子
供
は

こ
わ
い
お
そ
ろ
し
い
思
い
で
一
ぱ
い
に
な
っ
た
。

こ
の
思
い
出
は
私
た
ち
の
心
を
う
つ
。
こ
う
し
て

先
生
は
人
間
と
し
て
の
苦
悩
と
不
安
を
そ
の
成
長

の
な
か
に
深
化
さ
れ
、
ま
た
身
体
的
に
も
病
弱
の

重
荷
を
お
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
同

志
社
も
悲
惨
な
時
代
に
の
め
り
こ
ん
で
い
く
の
で

あ
る
。
同
志
社
中
学
由
良
キ
ャ
ン
プ
の
由
来
は
同

志
社
の
歩
ん
だ
く
る
し
み
と
、
同
志
社
を
守
り
ぬ

い
た
先
生
方
の
雄
々
し
い
記
録
な
の
で
あ
る
。

先
生
の
文
章
は
一
つ
一
つ
心
に
ひ
び
く
。
私
は

中
学
生
時
代
、
先
生
の
英
訳
を
聞
い
た
教
室
の
情

景
を
咋
日
の
よ
う
に
思
い
出
す
。
先
生
は
教
卓
の

前
に
す
わ
っ
て
、
あ
の
や
さ
し
い
温
顔
と
、
あ
た

九
か
い
、
そ
し
て
や
や
大
き
め
の
声
を
あ
げ
て
ホ

ー
ソ
ン
の
小
品
を
訳
出
さ
れ
て
い
た
。
先
生
の
一
言

葉
に
聞
き
ほ
れ
な
が
ら
、
私
た
ち
は
文
学
の
世
界

に
酔
い
、
ど
れ
ほ
ど
不
思
議
の
出
界
に
ひ
き
こ
ま

れ
て
い
た
こ
と
か
。
こ
の
随
筆
集
も
先
生
の
美
し

い
心
と
こ
と
ぱ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

「
そ
の
日
の
ま
夜
中
に
、
北
寮
の
舎
宅
で
父
と

私
は
彰
栄
館
の
鐘
が
鳴
り
ひ
び
く
の
を
聞
い
九
。

私
は
す
ぐ
服
を
着
て
家
を
と
び
出
し
た
。
同
志
社

の
構
内
か
ら
赤
い
炎
が
ふ
き
あ
げ
て
い
る
。
方
角

か
ら
考
え
て
神
学
館
か
有
終
館
だ
と
思
っ
た
。
西

門
の
と
こ
ろ
に
き
て
み
る
と
、
お
ど
ろ
い
た
こ
と

に
X
大
学
の
学
生
た
ち
が
銃
剣
で
武
装
し
、
わ
九

し
た
ち
を
な
か
に
入
れ
て
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。

か
れ
ら
は
御
所
の
守
護
者
た
る
こ
と
を
自
認
し
、

九
と
え
他
校
で
も
変
事
が
あ
っ
た
場
合
そ
れ
を
守

る
の
が
任
務
だ
と
心
得
て
い
た
の
か
も
知
れ
な

し
か
し
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
学
校
が
他
校

0

しの
学
生
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
・
・
:
・
・
」

先
生
は
無
条
件
に
同
志
社
を
愛
さ
れ
、
そ
こ

に
、
先
生
の
言
い
し
れ
ぬ
や
る
せ
な
さ
を
直
感
す

る
。
先
生
は
晩
年
、
世
界
旅
行
に
出
ら
れ
て
多
く

の
人
々
に
あ
わ
れ
た
。
そ
し
て
「
み
ん
な
よ
い
人
、

み
ん
な
兄
弟
、
み
ん
な
い
い
人
、
世
界
は
一
つ
」

と
述
懐
さ
れ
る
。
先
生
は
し
ず
か
な
愛
情
の
人
で

あ
る
。
先
生
は
同
志
社
を
愛
し
、
生
徒
を
愛
し
、

御
両
親
、
御
家
族
を
愛
さ
れ
た
。
こ
の
書
の
な
か

に
私
は
美
し
く
強
い
同
志
社
人
の
存
在
を
見
る
。

先
生
の
御
健
康
と
御
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

(
松
山
蔓
則
・
大
学
長
)




